
 

 

平成 20年 4 月 28日 

各  位 

                  会 社 名  宇 部 興 産 株 式 会 社 
代表者名 代表取締役社長 田村浩章 
（コード番号 4208 東証第１部・福証） 
問合せ先 ＩＲ広報部長  坂本靖子 

（ TE L : 0 3- 5 4 1 9- 6 1 1 0） 

 

連結子会社の減損損失計上に伴う特別損失発生について 

 
当社の連結子会社である UBE Automotive North America Sarnia Plant, Inc.（カナダ オンタリ

オ州、以下サーニア社）は 2007 年度の決算において、減損損失の計上を決定いたしました。当社は

サーニア社の決定に基づき、平成 20 年 3 月期決算において、下記の通り特別損失を計上いたしま

すので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１．特別損失の計上 
当社アルミホイール事業の北米における製造子会社サーニア社は、2006 年度下期以降、販売計画

が低迷し将来の業績回復に一定の期間を要することから、2006 年度の決算において固定資産に係る

減損損失 51 億円を計上し、さらに増資により借入金を返済するなどの財務対策を講じる一方で、日

系ユーザー比率を高めるとともに、塗装工程内製化や収率改善等のコスト削減による立て直しを図

ってまいりました。 
しかしながら、2007 年後半から米ドルに対するカナダドル高が急速に進行したため、現下のカナ

ダドル高が今後も継続する場合の収益性の低下に備えて、サーニア社の 2007 年度決算において再度、

固定資産に係る減損損失 27 億円を特別損失に計上することといたしました。サーニア社においては、

一層の収率改善とコストダウンを図り、早期黒字化に向け立て直しに引き続き努めてまいります。 
サーニア社の減損損失計上に伴い、当社の連結決算上は 27 億円の減損損失、単独決算上は株式評

価損として 51 億円を、それぞれ特別損失として計上いたします。 
 
 
２．業績への影響 
当社の平成 20 年 3 月期決算は現在集計中ですが、順調な業績が見込まれ、また、平成 20 年 3 月

期に退職給付財政の改善を目的として当社保有株式の一部を退職給付信託に拠出し、これに伴う設

定益を計上することもあり、平成 19 年 11 月 2 日発表の平成 20 年 3 月期修正業績予想（連結・単

独）に変更はありません。 
以 上 


